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泌 尿器 科領 域 にお け るBMY-28100の 臨床 的検 討

今村厚志 ・松屋福蔵 ・湯下芳明

櫻木 勉 ・金武 洋 一斉藤 泰

(主任:斉 藤 泰)

長崎大学医学部泌尿器科*

泌尿器科領域の尿路感染症17例 に,新 経ロセフェム剤BMY-28100を 投与し,そ の臨床効果および

安全性につき検討 した。

投与方法は単純性尿路感染症3例 には1日750mg(分3)で3日 間投与 し(ただし1例 は4日 間),複

雑性尿路感染症14例 には1日1000mg分2(た だ し1例 のみ750mg分3)で5日 間投与 した。複雑性

尿路感染症14例 のうちUTI基 準 にて薬効評価可能な9例 は著効1例,有 効2例,無 効6例,有 効率

33.3%で あ った。細菌学的には15株 中7株 消失,2株 に投与後出現菌を認め消失率46フ%で あった。

副作用は17例 中2例 にみられた。1例 は心窩部痛のため内服3日 目に中止 し,1例 はGOT,GPTの 軽

度上昇を認めたが2例 とも一過性であった。
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BMY-28100は,1983年 にプリス トル ・マイヤーズ研

究所株式会社の東京研究所において創製された非エステ

ル型のセフェム系経口抗生物質である。本剤の化学構造

式はFig.1に 示すとお りで,セ フェム核の3位 にプロペ

ニル基を有する最初の経ロセファロスポリン剤である。

グラム陰性菌,グ ラム陽性菌共に強い抗菌力を有し,従

来のcephalexin(CEX),cefaclor(CCL)よ りも優れた抗菌

力を有すると言われている村)。 今回,我 々は本剤を尿

路感染症症例に使用する機会を得たので臨床的検討を加

えその成績を報告する。

I. 材 料 と 方 法

1) 対 象

本治験の対象は昭和62年5月 より,昭 和62年11月 に

わたり長崎大学医学部付属病院泌尿器科において尿路感

染症と診断された外来,入 院患者17例 でその内訳は,

急性膀胱炎3例,慢 性膀胱炎8例,慢 性腎孟腎炎6例 で

ある。性別は,男11例,女6例 で,年 齢は55歳 か ら80

Fig. 1. Chemical structure of BM-Y-28100.

Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with BMY-28100

* before treatment

after treatment

** UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr.: Dr's evaluation

AUC: acute uncomplicated cystitis

*長 崎市坂本町7内
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歳 までで,平 均 年 齢 は70歳 で あ る。

2)投 与方 法

単 純性 尿路 感 染症 に対 してBMY-281001回250mgを

1日3回 計750mgを3日 間経 口投 与 した(た だ し1例 の

み4日 間)。 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対 して1回500mgを1

日朝 夕2回 計1000mg(た だ し1例 の み は1日750mg分

3)を5日 間経 口投 与 した 。

臨床効 果 の 判 定 は 主 治 医 お よ びUTI薬 効 評価 基準 第3

版4)に 基づ き行 っ た。

II.成 績

1)臨 床 成 績

単 純性 尿 路 感 染 症3例 の 臨 床 成 績 はTable1の 如 くで

すべ て急性 単 純 性 膀 胱 炎 で,主 治 医 判 定 で 著 効2例,有

効1例,UTI薬 効 評 価 基 準 第3版4)(以 下UTI基 準)に て

評価 可 能 な1例 で も 著 効 で 有 効 率100%で あ っ た 。

Table2は 複 雑 性 尿 路 感 染 症 の 臨 床 成 績 で14例 中 薬 効 評

価可 能 な症例 は9例 で あ った 。 群 別 で は 第1群2例,第

4群2例,第5群4例,第6群1例 で,細 菌 学 的 効 果 に

つ いて は,Pseudomonas aemginosaが3株 と最 も多 く以 下

Providencia rettgrri,staphylococcus mrneriな ど で,15株 中

7株(46.7%)は 消 失 し8株(53.3%)は 存 続 した 。 菌 種 別

で はstaphylococcus epidermidis,Escherichia coli,citrobacter

fremdii,Proteus mirabilis,Providencia stuartziは 消 失 した

が,P.aeruginosa3株 中2株P.rettgeri2株 中1株S.

warmeri,Proteus vulgaris,Serratia marcescensお よ びMor

ganella morganiiは 全 株 存 続 した(Table3)。 ま た 投 与 後

出現 菌 はTable4の 如 くでS.marcescms1株,Klebsiella

pneumoniae1株 が み られ た 。 総 合 臨 床 効 果 はTable5に 示

す如 く1例 著 効,2例 有 効,6例 無 効 で 有 効 率33。3%で

あ っ た。

2)副 作 用

17例 中2例 に み ら れ た。1例 は心 窩 部 痛 の た め患 者

が 内 服3日 目で 中止 した が,中 止 後2～3日 で 軽 快 して

い る 。 も う1例 は 一過 性 のGOT,GPTの 軽 度 上 昇 を認 め

た が投 与 終 了1週 間 目の 再 検 で は正 常 化 して い た 。2例

と も一 過 性 の副 作 用 と思 わ れ た 。

III.考 察

セ フ ェ ム系 抗 生 物 質 は 各 種 の 感 染 症 に 優 れ た 臨 床 効 果

を示 し,重 篤 な副 作 用 の 少 ない 薬 剤 と して 広 く使 用 され

て い る。BMY-28100は プ リ ス トル ・マ イヤ ー ズ研 究 所

株 式 会社 の 東 京 研 究 所 にお い て 創 製 され た 非 エ ス テ ル 型

の セ フ ァ ロ ス ポ リ ン系 経 口抗 生 物 質 で,従 来 のCEX,

CCLに 比 べ グ ラ ム 陰性 菌,グ ラム 陽 性 菌 に 対 して優 れ た

抗 菌 力 を 有 す る 薬 剤 で あ る12。 本 剤 はE.coli,1(.

pneumoniae,P.mirabilis,Haemopnilus influenzae,Nezsseria

gmorrhoeaeな どの グ ラ ム 陰性 菌 に 対 す る抗 菌 力 はCCLと

ほ ぼ 同 等 でCEXよ り数 倍 優 れ,グ ラ ム陽性 菌 に 対 して は

Table 4. Strains* appearing after BMY-28100

treatment in complicated UTI

Table 3. Bacteriological response to BMY-28100 in complicated UTI

* regardless of bacterial co
unt
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Table 5. Overall clinical efficacy of  BMY28100 in complicated UTI 5-day treatment

streptococciに はCCLの4～6倍,CEXの10倍 以 上,

staphylococciにはCCLの2～3倍,CEXの5倍 以上の活性

を示 し特に嫌気性菌Clostridiumdif万cileに対 してはCCL,

CEXの16倍 以上の活性を有 している12。

今回我々は尿路感染症17例 に本剤を投与 し臨床効果

および安全性 を検討 した。単純性3例,複 雑性14例 で

あったが単純性尿路感染症症例が少なかったために複雑

性尿路感染症14例(UTI基 準 による評価可能な症例は9

例)を 中心に検討 した。

UTI基 準 による総合臨床効果は著効1例,有 効2例,

無効6例 で有効率33.3%と 低 い結果になった。その原因

としてカテーテル留置群(第1群2例,第5群4例)が6

例 と多かったこと,抗 菌活性が低いと考えられた緑膿菌

等が起炎菌として多く含まれたことなどが考えられた。

しかしこのような症例に対 しては副作用が少なく,腎 集

中性が高 く,尿 中排泄のよいものが抗菌剤 として望まし

く5)その第一選択剤としてセブエム剤使用は考慮すべ

き6)で本剤もその範疇にあり経口剤として有用性のある

薬剤と思われる。

最後に副作用であるが1例 に軽度のGOT,GPTの 上

昇がみられたが,内 服終 了1週 目の再検査では正常化し

ていた。 もう1例 は心窩部痛がみられ患者自身が3日 目

に内服中止 した。 しかし翌日には軽快 している。その他

の15例 は自覚的にも他覚的にも何ら異常は認めなかっ

た。

以上の成績によりBMY-2810は 尿路感染症に対 して,

その有用性が期待される新経ロセフェム剤であると結論

された。
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BMY-28100 IN URINARY TRACT INFECTION

ATSUSHI IMAMURA, FUKUZO MATSUYA, YOSHIAKI YUSHITA, TSUTOMU SAKURAGI, HIROSHI KANETAKE and YUTAKA SAITO

Department of Urology ( Director : YUTAKA SAITO), Nagasaki University, School ofMedicine,

7-1 Sakamoto-cho, Nagasaki 852, Japan

We gave BMY-28100, a new oral cephalosporin antibiotic, orally in daily doses of750mg for 3 days to 3 patients with

uncomplicated UTI and 1000mg for 5 days to 14 patients with complicated UTI.

Nine cases of complicated UTI were chosen for evaluation. The clinical response obtained was excellent in 1 case, good in 2

and poor in 6 cases, the overall efficacy rate being 33.3%.

As to bacteriological effect, bacteria were eradicated in 7 of 15 strains, the bactericidal rate being 46.7%. Two strains

appeared after the treatment.

No critical adverse effects were noted except for one case of epigastralgia and one of slight elevation of serum transaminase

(s-GOT, s-GPT).


